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古本セールボランティア作業風景

本を愛するボランティアの方々による作業風景

　寄稿するにあたり、以前一緒に活動していた方々や、利用
されていた方々にお話を伺うと、皆さん、異口同音に仰るの
は、日本人会で出会った本に助けられたり、楽しませてもらっ
た、ということです。新しい趣味に繋がった、新しい視点をも
らった、子供の学力が伸びたなど、本にまつわる良い思い出
をたくさんお聞きしました。
シンガポールで育った娘や日本語補習授業校の友人達

が、リーズナブルなお値段で、乱読の機会を得て、読書を一生
の楽しみにすることが出来たのも古本セールがあったからこ
そでした。外国にいながら、ページをめくり日本語を読むとい
う幸せな時間を、老いも若きも楽しめるのは日本人会のお陰
です。　

ボランティア活動を離れた今は、一会員として、図書室の改
装と共に、古本セールの復活のお知らせが届くのを楽しみに
しております。南十字星創刊60周年おめでとうございます。
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南十字星創刊60周年記念　会員エッセイ
The Southern Cross 60th Anniversary  Member Essays

　会員の皆様より「日本人会と私の思い出」をテーマにしたエッセイをご応募いただきま
したので、ご紹介させていただきます。

「日本人会とぼくの思い出」
　ぼくは、日本人会のどうこう会かつどうのラグビークラブでラグビーをならっています。そこにはぼくより大きいお
兄さんたちがいて、ぼくと同い年ぐらいの友だちは今は少なくなってしまいました。
　はじめて、シンジャパのれんしゅうに行ったときははずかしかったしルールがよく分からなかったのでふあんに
なりました。だけどぼくにはお兄ちゃんがいたので、お兄ちゃんがなかよくなった友だちとぼくも友だちになりまし
た。また、コーチもやさしく教えてくれました。するとふあんな気もちがなくなって、ラグビーを楽しいと思うようにな
りました。楽しいと思ってつづけていたらステップがふめるようになりました。そして足もはやくなったのです。
　昨年ぼくは「がんばったで賞」をもらいました。ちなみにシンジャパのチーム以外でもラグビーをしているのです
が、そのチームでも年間MVPをとりました。これは、ぼくがステップが上手になってたくさんトライを取れるように
なったからだと思います。
　もし日本人会ラグビークラブに入っていなかったら足がはやくなっていなかったかもしれないし、友だちもふえ
ていなかったかもしれません。
　ラグビーをはじめて友だちもできたし、MVPももらえたのでシンジャパに入れてよかったです。
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